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要旨 

国立国語研究所（国語研）では、OpenCHJと題して、国語研外部の研究者や日本語学研

究に関心を持つ一般の人が、「中納言」で公開されている国語研のコーパスと同様に、イン

ターネット上で資料を公開することができる環境の整備を進めている。 

本稿では、青空文庫収録の 6作品について単語情報を整備したデータを作成し、「中納言」

で検索可能な形で公開した。データ整備の際には、Pythonを用いて青空文庫での XHTML

形式から形態論情報修正ツール「大納言」にインポート可能な XMLに変換し、文字コード

の変換も行った。データは GitHubでオープンデータとして公開した。 

最後に、データの応用可能性の一例として、青空文庫所収の作品のうち国語教科書に収め

られている作品について、学年に見合ったレベルの語彙が使用されているかどうかや、各テ

キストの語彙的難度の検証が考えられることについて述べた。 

 

１．はじめに 

 国立国語研究所（国語研）では、これまで国語研が中心として構築を行ってきた『日本語

歴史コーパス』（CHJ）等に加え、多くの研究者が資料のデータを持ち寄る形でのコーパス

構築を目指し、『OpenCHJ』の開発に取り組んでいる。本稿では、総合研究大学院大学の

大学院生が講義内で行った、青空文庫1収録の 6 作品のデータ整備の方法と OpenCHJでの

公開について述べ、そのデータの応用可能性について述べる。 

 

２．コーパスデータの構築 

２.１ 資料選定の背景 

本研究で用いた小説テキストは、青空文庫に収録されている著作権保護期間が終了した

作品を対象としている。青空文庫は、著作権が切れた作品や、著作者の許諾を得た作品を電

子化し、学術研究や個人利用のために公開している。本研究では、学術研究を目的としてこ

れらのテキストを利用しており、著作権侵害の問題は生じない。本稿では、下記の 6作品の

データ整備・公開について述べる。 

 
1 https://www.aozora.gr.jp/ 



 

表 1 作品一覧 

著者 作品名 成立年 青空文庫での底本 

芥川龍之介 羅生門 1915 芥川龍之介全集 1（筑摩書房） 

芥川龍之介 トロッコ 1923 蜘蛛の糸・杜子春（新潮社） 

太宰治 走れメロス 1940 太宰治全集 3（筑摩書房） 

中島敦 山月記 1942 李陵・山月記（新潮社） 

宮沢賢治 注文の多い料理店 1924 注文の多い料理店（新潮社） 

森鷗外 高瀬舟 1916 山椒大夫・高瀬舟他四篇（講談社） 

 

これらは、大正から昭和初期に成立した小説で、現在の国語の検定教科書で採用されてい

る作品である。OpenCHJの最初の例として公開する資料は、日本語学・日本文学の研究対

象として著名であるだけでなく、学校教育の場や一般の人にも親しみのある作品を取り上

げるのが適切であると考え、これらの作品を選定した。 

 

２.２ XMLファイルの作成 

青空文庫に収録されている作品は、XHTML の形式でダウンロードが可能である。CHJ

は XML の形でインポートする必要があるため、Python を用いて、XHTML ファイルを

XMLファイルの形に変換した。テキストの範囲は、タイトル、作者名、本文のみとし、冒

頭に付与された青空文庫テキストの凡例、末尾に付与された底本・入力者情報などは対象外

とした。ファイル変換の際には、文字コードの変換を行ったほか、ルビタグをこれまでの CH

Ｊの形式に合わせた。 

 

 

図 1 変換前のテキストデータ 



 

 

２.３ 形態素解析 

今回の対象作品はいずれも新字・新仮名遣いによって表記されているため、「現代書き言

葉 UniDic」2（伝ほか 2007）とMeCab 0.9963（Kudo et al. 2004）を用いて形態素解析を

行い、コーパス用の短単位データを作成した。解析結果を国語研の「形態論情報データベー

ス」（小木曽・中村 2014）にインポートできる形式とするため、Pythonを用いて文字表・

短単位表・タグ表・ルビ表からなるデータを作成した。本文テキストのみを対象として sタ

グを文境界としてMeCabによる解析を行い、ふりがなの rタグも用いて上記の 4つの表を

生成し、それぞれの表をファイル頭からのオフセット位置によって関連付けている。 

なお、この処理はオンライン上の「Web茶まめ」4（堤・小木曽 2023）で行うことができ

るように整備が行われている（堤・中村・小木曽 2023）。しかし、今回はタグセットの違い

から独自のスクリプトによって解析を行った。 

 

２.４ 形態論情報の修正 

 上記の手順で作成したデータを、形態論情報修正ツール「大納言」（小木曽・中村 2014）

にインポートし、手作業での形態論情報の修正を行った。参照した規定集は、『現代日本語

書き言葉均衡コーパス形態論情報規程集上・下』である。 

 
2 https://clrd.ninjal.ac.jp/unidic/download.html#unidic_bccwj 
3 https://taku910.github.io/mecab/ 
4 https://chamame.ninjal.ac.jp/ 

図 2 変換後の XMLテキストデータ 



 

 

３．中納言での表示 

形態論情報を付与した青空文庫 6作品は、コーパス検索アプリケーション「中納言」で検

索・形態論情報、メタ情報等の表示が可能な状態となっている。 

中納言では、「検索対象の選択」から、青空文庫作品全体や、個別の作品を選択すること

ができる（図 4）。 

図 4 「中納言」検索対象の選択 

図 3 「大納言」での修正画面 



 

青空文庫テキストに付したタグや形態論情報は、図 5 のような形で検索結果として表示

される。CHJと主な仕様は共通しているが、一部異なる点について述べる。 

 

 

・ コア情報 

CHJ では、コアデータであるか非コアデータであるかの 2 種のみであったため、コア情

報は 1か 0で表示されていた。OpenCHJでは、形態論情報の修正状況や信頼度に合わせて

コアの数値を分けることができるようになった。青空文庫では概ね信頼できる修正状況で

あるが、完全ではないと判断し、コアを 0.8としている。 

 

・ テキストデータ・形態論データ 

OpenCHJでは、検索結果にテキストデータと形態論データの情報を示している。CHJで

は底本情報と資料の参考リンクを示していた箇所である。これまでは、国語研が形態論情報

を付与していたが、OpenCHJでは広く人々がデータを作成することとなる。元テキストの

所蔵場所とともに、形態論情報付与者をこの箇所に示すことで、データ作成者の情報へのア

クセスが容易となる。 

 

４．データの公開 

 作成したデータは「中納言」での公開に加えてオープンデータとして GitHub上で公開し

た5（図 6）。形態論情報のライセンスは CC BY 4.0とし、本文テキストの権利については青

空文庫の記述6に従うものとした。 

 
5 https://github.com/togiso/OpenCHJ-Aozora 
6 https://www.aozora.gr.jp/guide/kijyunn.html 

図 5 「中納言」による検索結果の表示例 



 

 

５．データの応用可能性 

 最後に、今回構築したデータの応用可能性について、日本語教育研究への応用という観点

から述べる。今回対象とした青空文庫の作品は、小学校から高校までの国語教科書にも収め

られている著名な作品が多い。例えば、そのような作品を取り上げて、学年に見合ったレベ

ルの語彙が使用されているかどうかを、各種語彙頻度表や教育基本語彙を参照しながら検

討することが可能である。そして、学年に見合ったレベル以外の語彙が使用されていた場合、

それらがどの程度使用されているか、また、それらの語にはどのような特徴があるのかなど

を明らかにできる。 

他にも、各テキストの語彙的難度を検証する一例として、青空文庫の各作品において、一

定のテキストカバー率（95％や 98％）に達するのに、各語彙表の頻度上位から何語必要か

を調査することも可能である。そして基準から外れた語（低頻度語）にはどのような語があ

るかを調査するために、オノマトペや意味的透明度の高い語（白熊、横っ腹など）は理解で

きると仮定し、それらを除いた割合を見ることで、本当に難しい語は何なのかを明らかにで

きる。これらの研究課題については、今後取り組んでいく予定である。 

 

６．終わりに 

本稿では、青空文庫のテキストを用いたオープンデータの作成・公開を通して、OpenCHJ

の使用例およびデータの応用可能性を示した。OpenCHJは、一般の方でも資料の公開が可

能であり、データの活用法にもさまざまな可能性が考えられる。本発表で紹介したオープン

データを含め、今後多くのデータが公開されれば、研究や教育現場での幅広い応用が期待さ

図 6 GitHub上のデータ公開ページ（画面） 



 

れる。 
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